
「2024年問題」に
お困りではないですか？

 道北方面の物流課題解消に向けて、道内の

物流事業者や学識者、行政等で2023年7月に

「ロジスク」が他社様との
マッチングをお手伝いします

「ロジスク」の参加イメージ

成立までの協議・
調整を、事務局が
仲介・サポート

 「ロジスク」は、物流課題や、共同輸送・中継

輸送したい品目・ルート等について、物流

事業者同士が少人数のワークショップで

話し合える場を提供します。

 従来の車両マッチングアプリ等とは異なり、

マッチング成立→共同輸送・中継輸送の

実現まで、行政を含む事務局がサポート

することで、継続性・信頼性の高い協力体制

づくりを目指します。

「ロジスク」に
ご参加ください！

 ロジスクは多くの事業者の皆様の
参加をお待ちしています。

 お問合せは、下記までご連絡くださ
い。

ワークショップによる「北海道流」物流マッチングモデル

北海道開発局 開発監理部 開発調整課
TEL：011-709-2311（内線5472）
E-mail :hkd-ky-seisankuukan

@gxb.mlit.go.jp

 共同輸送・中継輸送の実現に向けて、

北海道開発局・北海道運輸局・北海道経済産業局・北海道の

４者の共催により、「ロジスク」の取組を全道に拡大し、

北海道の物流の維持・発展を目指します。

発足した「共同輸送・中継輸送実装研究会」において、

ワークショップによる物流事業者間のマッチングモデル「ロジスク」
(ロジスティクス+スクラム)をスタートさせました。
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ワークショップによる「北海道流」物流マッチングモデル『ロジスク』

エントリー2

山積する物流課題1

ワークショップに参加3

成立に向けたフォローアップ4

共同輸送・中継輸送成立5

 ⾧時間輸送を改善したい
 ドライバー不足で輸送できない 等

 参加申込
 エントリーシートの記入
・自社の輸送業務概要
・共同/中継輸送を行いたい業務
・・・などを事前に参加企業と共有

 事前に事業概要等の情報を
参加事業者間で共有

 マッチングの「種」探し
 テーブルにて物流課題を協議

 マッチングが成立しそうな企業と
具体化に向けて直接協議

 事務局は仲介役として適宜協議参加

【 『ロジスク』の流れ 】

■フリートーク■ワークショップ ■集合写真■ワークショップ

○道内の物流事業者や学識者、行政等による 「共同輸送・中継輸送実装研究会」 において、物流事業者間のマッチングモデル 『ロジスク』 が発足

○物流課題や、共同輸送・中継輸送したい品目・ルート等について、物流事業者同士が少人数のワークショップで話し合える場を提供

○『ロジスク』とは、北海道の『ロジ』スティックを、『スク』ラムを組んで『スク』スク育てていくという思いを込めた造語

【 第1回 道北ロジスク 】

 令和５年度

ー 第１回 道東ロジスク ー
【参加者アンケートの結果 】

Q. 全体的な
満足度は?

Q.もう少し話を
したかった企業は?

Q.マッチング
できそうな企業は?

ー 第１回 道南ロジスク ー
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共同輸送
(同一方面に向かう複数社の

荷物を共同で輸送)

モーダルシフト
(鉄道・船舶との連携)

共同輸送
(片荷輸送の解消)

中継輸送

その他

Q. 実現しそうな取り組みは?
Q. マッチングに向けた話

ができた企業数は?
Q. マッチングに向けた話

ができた企業数は?

【 トラック運送業者連携・共創の集いin十勝】
※北海道運輸局、北海道開発局主催

【 第1回 道央ロジスク 】

令和5年10月6日（旭川市）

令和6年2月21日（帯広市）

【 第1回 道東ロジスク 】

 令和６年度

【 第1回 道南ロジスク 】

令和6年7月17日（釧路市）

令和6年7月26日（函館市）令和5年12月4日（札幌市）

【 第2回 道北ロジスク 】 令和6年9月24日（名寄市）

※共同輸送・中継輸送実装研究会主催（事務局:北海道開発局・名寄市・名寄商工会議所）

※共同輸送・中継輸送実装研究会主催（事務局:北海道開発局・名寄市・名寄商工会議所）

※北海道開発局・北海道運輸局・北海道経産局・北海道共催

※北海道開発局・北海道運輸局・北海道経産局・北海道共催

※共同輸送・中継輸送実装研究会・北海道運輸局・北海道経産局・北海道共催


